			2025第1,2,3 RUTC永遠の答えの始まり(46)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2025年11月15日　週間祈りカード

	△産業宣教/金土日時代のやぐら 40
無応答の中の答え(出3:1-20)
	△RTとTCK伝道学/三つの庭のモデル 40
苦難の中の答え(創45:1-5)
	△核心
患難の中の答え(使11:19)

	□Int.
1.Enjoy-Engagement神様がくださったそのことを味わいなさいということだ。
1) Status神の子どもとしての身分
2) Right(Authority)身分に対する権威
2.Restoration(Bartizan,Journey,Guidepost)無応答は神様がくださったやぐら、旅程、道しるべを回復しなさいということだ。
3.Last mission最後のミッションを回復しなさいということだ。神様は困難の中に一番良いことを準備された。
Gen.41:38ヨセフが苦労すると思ったが、王の前に立てて世界福音化するようにされた。
Ex.3:18-20モーセに長い間答えがないと思ったが、ファラオの前に行くようにされた。
1Chr.29:10-14長い間苦労だと思ったがダビデに神殿準備をさせられた。
2Ki.6:8-24無応答だと思ったがドタンの町運動を起こしてアラムを防がれた。
Ac.27:24迫害を受けると思ったが、カエサルの前に立つように準備された。

□Main._ Best Time
1.Gen.40:1-23濡れ衣を着せられて監獄に行ったが、それが最高のタイムだ。官長を通してヨセフを総理の座に行くように導かれた。
2.Ex.3:1-20モーセには長い間の無応答が神様には出エジプトと全世界に血のいけにえを知らせる時刻表であった。
3.Ps.23:1-6ダビデが苦難を受けて、悔しい思いをさせられた。最高の王になるように準備された。
4.1 King 19:1-21エリヤが殺されることになったとき、神様に自分のいのちを取ってくださいと言った。しかし、神様は最も重要なことを準備されたのだ。
5.Mt.24:14イエス様が、これからさまざまな苦難がきて、戦争も起こり、あなたたちは迫害されると言われた。しかし、すべての民族に福音が宣べ伝えられた後に終わりが来ると言われた。

□Con._ Impossible
私の無能は私とともにおられる神様の力の時刻表だ。
1.Absolute Impossible絶対不可能を見ることができなければならない。
2.Absolute planその中に神様の絶対計画がある。
3.Absolute possible絶対可能を見る目がなければならない。
神様が絶対に準備しておかれたことを持って300%作ってしまえば、無条件に勝利する。
	「True Answer is suffering」本当の答えは、ほとんど苦難を通じてたくさん来る。
□Int._ Foothold
レムナントが受ける困難、苦難は一生の答えに変わる。完全に土台にしなさい。「昔のことに目を留めるな。見よ、わたしは新しいことを行う」と言われた。
□Main.
1.Gen.37:1-11
(Home)困難の中の困難、苦難の中の苦難は家で受けることだ。
Dreamヨセフはここにだまされないで土台として祈ったが、神様が大きな夢を与えられた。
CVDIPを実際に与えられたのだ。
2.Gen.39:1-6突然、奴隷に行った。
300%にしなければならない、レムナントはどんな現場に行っても。最高の清掃をしたのだ。
With Immanuel Onenessすべてしたのだ、ヨセフが奴隷生活する間。
	3.Gen.40:1-23濡れ衣を着せられて、監獄に行った。
Planこのとき、神様が備えておかれた絶対計画を見つけるのだ。
Wayこれが道になったのだ。
4.Gen.41:1-38いよいよ王の前に立つようになった。
Witnessレムナントには大人たちが知らないこと、現場に行けば証人が知らないことを神様が教えられる。
God門が開かれたときは、神様がともにおられる証人として立ちなさい。
5.Gen.45:1-5いよいよ総理になった。
OURただ、唯一性、再創造。チャンスが来た。
Evangelization家庭とエジプト、世界を福音化することになる。
△レムナントは苦難を恐れてはならない。むしろ楽しみなさい。幼いとき、苦難の中で握った契約は、無条件に一生の答えに変わる。
	一度もかかすことなく、伝道するたびに伝道者に患難と迫害があったが、この中に答えがある。
□Int._問題と答えが何か先に理解
Problem
1.Satan 12戦略
2.Churchサタンがだます教会の問題-教会に人間的なこと、世の中のことが多く入ってきている。これが福音を防ぐのだ。神様がパウロチームを用いて、ペテロチームを用いられなかった理由は、霊的なこと、生かすこととは関係ない異邦人思想のためだ。長老がすべき最も大きなことが、教会の中に世の中の雰囲気、世論をなくすことだ。
3.Ecclesiastical Authority:教権がしばしば福音を防ぐ。
Answer
Separately -混ざっていない、ほかのことがあるという言葉だ。神様はこれを持って世界福音化をしようとされる。新しい信徒は人の話を聞かずに、神様のみことばを聞きなさい。人の話をせずにみことばフォーラムをしなさい。人に会ったとき、証ししなさい。世の中はわざわいに陥っていきつつある。それゆえ、光を語りなさい。主の民はそのために呼ばれたのだ。
□Main._このとき起こること
1.False Charge -初代教会の法的濡れ衣
1) Mt.28:1-20復活されたキリストが教えられた世界福音化するメッセージ
2) Mk.16:15-20神様は皆さんを通して病んだ者を治し、悪霊を追い出して世の中を生かすことを進行中
3) Ac.1:1-8オリーブ山で世界福音化するミッションを与えられた
4) Ac.1:14全く関係なく、ひたすら祈りに努めたのだ。
5) Ac.2:1-47マルコの屋上の部屋に最高の答えが臨んだ-主日に礼拝をささげるたびに、この能力、力を受けて、この働き、みことばの流れ、未来を見つけなさい。
2.Imprisonment -福音を伝えて投獄された弟子たち
1) Ac.11:19-30散らされた者たちが集まって全世界を福音化し始め
2) Ac.12:1-25ペテロの投獄で重職者が集まって切実に祈り→その日の夜に神様は御使いを送られ、ヘロデを呼んで行かれた。祈りの力を体験しなければならない。祈りを知らなければならず、本当の答えが何かを分かってこそ、答えを受けるのだ。
3) Ac.13:1-4宣教師派遣
3.Law court -法廷で苦しみにあうとき
1) Ac.19:21ローマも見なければならない。
2) Ac.23:11大胆でありなさい。ローマでも証ししなければならない。
3) Ac.27:24裁判を受けに行って死ぬ目にあった。そのとき、パウロ、恐れてはならない。カエサルの前に立つ。
△今日は本当の答えが何かを知らなければならない。

	
	△散らされた弟子たち/7∙7∙7のモデル 40
滅亡時代の答え(マタ24:1-14)
	

	
	私たちが常に下すべき結論は世界福音化、散らされた者だ。
1.Prophecy (Mt.24:14)
イエス様がなさった預言の中で散らされた者が握るべき預言だ。
2.AD 70にイスラエルはなくなって、わざわいが次世代に臨むので、防がなければならない。
	3.AD 313この福音はローマを通じて全世界に出て行くようになる。
△祈りが分からないので、祈りの答えを受けられない。御座のやぐら、旅程、道しるべを味わうことが祈りだ。答えはやぐら、旅程、道しるべが私に臨むことだ。そのとき、見える道が旅程だ。答えが見えることを道しるべと言う。これを常に味わいなさい。




	

			2025第1,2,3 RUTC永遠の答えの始まり(46)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2025年11月16日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第46週
出エジプト300%(創41:38)
	△聖日１部/収穫感謝主日
収穫感謝祭は毎日味わう祭りです(使1:1-8)
	△聖日２部/237宣教会献身礼拝
次世代にいちばん最初に教えること(使17:1-9)

	□序論_エジプト
イスラエルはエジプトで大きな困難をたくさん受けた。ヨセフが奴隷として売られることになったのだ。
1.絶対不可能-失敗X、成功X
何もできない絶対不可能に陥ったのだ。私たちが生きていく中で、とても悔しいこと、難しいこと、まるで死ぬかのようなこと、こういう状況が来る。これは失敗ではない。また、ファラオやエジプトが成功ではない。ヨセフとイスラエル民族が多くの苦難にあったが失敗なのか。
2.絶対計画-救い
エジプトから出てカナンの地に行くことが神様の絶対計画だ。神様の絶対計画は救いなので、そちらに方向を合わせれば良い。
3.絶対可能-モーセ
絶対可能をヨセフが見たのだ。王の前に立って説明する時刻表を待ったのだ。モーセの母ヨケベデは、王宮にモーセを送るという計画をたてた。
△出エジプト300%、世界福音化(霊的伝染病)
神様の計画だ。それゆえ、モーセは出エジプトに対する300%を見たのだ。それなら、なぜ奴隷に行ったのか、神様の絶対計画を見なければならない。世界福音化しなければ霊的な伝染病を防ぐことはできない。それゆえ、エジプトから出ることが問題でなく、神様の絶対計画と絶対可能が重要だ。
□本論_暗闇から解放
出エジプトの暗闇から解放される根源的な力を養いなさい。
1.暗闇から解放
エジプトから解放されることが重要なのではなく、暗闇から解放されなければならない。暗闇から解放されなければ、私の中にサタンがそのまま座を占めて、私の中にほかの家が陣を作っている。
2.237-5000
暗闇から解放されて237-5千種族を生かす力を神様が与えると言われた。別のことではできない。女の子孫、血のいけにえをささげた日、インマヌエルによってだけできるのだ。
3.生かすこと
それゆえ、多くの人を生かすのだ。神様が私たちに苦しみを与えられたのは、多くの人を生かす力を養いなさいと与えられたのだ。神殿の美しの門に座っていた不治の病の者をナザレのイエスの御名で立て起こした。使徒13、16、19章、ネフィリムの病気は、ただ福音だけが治すことができる。それゆえ、サタンから、暗闇から解放されることが問題でなくて、サタンがひざまずくようにさせなさい。そして、祈りで300%、私が100%、現場100%、システムと未来100%を準備しなさい。
□結論_縛られたこと、縛られた人
レムナント7人がこのように縛られたことをみな解いてしまった。暗闇に縛られた人をみな解いてあげた。
	1.神様が与えようとされる最後の使命を見つけなさい。
2.仮庵祭(収穫感謝祭) -出エジプトのときに始まり、マルコの屋上の部屋でイエス様が完成
3.困難-最も良い時刻表
□序論_苦難の中で神様が先に与えようされること
1.福音-血のいけにえをささげに行きなさい。
1)福音は三位一体の神様が皆さんを子どもとして責任を負われること
2)出3:18血のいけにえ-サタンの権威打ち壊す　　
3)イザ7:14インマヌエル
4)マタ16:16キリスト-岩、教会、天国の鍵、暗闇征服
5)福音を逃すと、みな逃してしまうこと
2.祈り-荒野40年、神の国について40日説明
1)御座のやぐらを味わうこと-時空超越、空前絶後の答え
2)御座の旅程を行くこと-受容、超越、勝利
3)御座の道しるべを建てること-足跡(5千種族)
3.答え-幕屋、契約の箱、三つの祭り
1)御座のやぐらが先にできること(黙8:3-5)-答えの始まり
2)御座の旅程-行くべき道が見える。
3)御座の道しるべ-見える答え(職業が再生産・再創造、学業300%準備)
□本論_収穫感謝祭-三つの祭りがともにつながること
過越祭(羊の血を塗る日解放)-キリストの血によって救われたこと
五旬節(荒野で穀物を刈り入れたこと)-五旬節の力で生きていくこと
仮庵祭(穀物を収穫して倉庫に保存) -私の背景は御座
1.運命をひっくり返す三つの祭り-悟る瞬間解放
1)10の祝福-エジプトのすべてののろいをみな打ち倒した、この力が全世界に伝えられた。
2)すべて過程-別に残っている神様がくださったことを握るだけでやぐらとなる。暗闇から出なさい。
3)今も御座の背景が働く-信じなさい(マコ16:19-20、使7:55-56、黙8:3-5)
2.次世代の未来を変える三つの祭り
1)出23:14-19三つの祭りを必ず守りなさい。
2)申6:4-9今まであったことを子どもに刻印させなさい。
3)次世代の中で神様が備えておかれた子どもたちがいる。
3.完成された三つの祭りを毎日味わいなさい。
1)完成された三つの祭り-カルバリの丘(完成)、オリーブ山(ミッション)、マルコの屋上の部屋(成就)
2)人生挑戦-絶対不可能(認定)、絶対計画(発見)、絶対可能(世界変化)
3)皆さんの背景-御座
□結論_残っている祝福-７つのポイント
1.残す者に変わる残りの者　　2.旅人でない光を放つ巡礼者
3.暗闇を征服する征服者　　　4.派遣された者である散らされた者
5.見張り人　　6.24、25、永遠わざわい防ぐ偵察人　　
7.大路を造って旗を揚げる者
	契約の力(ロマ16:25-27) -契約は神様のみことばなので創造の力がある。この契約を握る瞬間から答えは始まる。世々にわたって隠されていたことが今現わされて、これは福音の契約なので、とこしえまであることを与えると言われる。
モーセ-80歳になって働き、40年かかった荒野の道でずっと答えが持続して80歳の時にD-dayが来たのだ。
ダビデ-15-20年後に握った契約が成就
パウロ-250年後に成り立った世界福音化(313年)契約を握る瞬間から続けて答えがきて250年まで行ったのだ。
御座のやぐら、旅程、道しるべが成り立ったのだ。これは契約を握る瞬間から起こるのだ。知らずに受けたことを恵みと言う。
契約を知って握った人々-一生の契約を握る瞬間から働きが起こった。知って受けることなので使命だ。237宣教に最も重要なのが次世代だ。
□序論_幼いときに握った契約は一生を左右
1.先進国-40%が薬を飲んでいる。
2.後進国-完全に捨てられた状態
3.韓国に来ている子どもたち-困難(ビザ、就職、子どもの学業)
□本論_次世代に一番最初に教えること
1.使17:3キリスト-三位一体の神様に行く道、真理、いのち
1)完全性-神様が選ばれた民ならば、この単語で完全に働きが起こる。
(1)ヨハ8:56永遠の前のキリスト-永遠の過去解決
(2)ヨハ1:14受肉されたキリスト-人となって来られた
(3)使3:6復活されたキリスト-今もその名で権威を使用
(4)黙20:1-15再臨の主として来られるキリスト-未来問題解決
(5)黙21:1-27さばき主として来られるキリスト-永遠
2)聖霊の満たし-最初から最後まで導かれる。これから起こることを示してくださる。
3)7・7・7をくださって、300%成功するようにさせられる。
2.使17:2三回の安息日-礼拝、祈りの完全性
1)祈りの主権者(三位一体) -目に見えないように働き
2)祈りの背景(御座、神の国、神の国のことが現場に)
3)祈りの方法　(1)刻印(脳) (2)根(たましい) (3)体質(御座と通じる)
3.使17:1会堂-答えの完全性
1)タラント300% 　2)職業300%なるように神様が作られる
3)伝道、宣教300%味わいなさい。それで世界福音化しなさい。
△レムナントは助ける者になるように、働き人を派遣するように祈りなさい。
□結論
1.最初の機会　　2.最後の機会　　3.永遠の機会
△神殿建築-祈りが絶えないように、全教会員がリレーで断食で祈って信仰と契約をつなげていきなさい。





